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は じめ に

この小文の調査対象は， 山北町東京電力山北発電所

から，日向の高瀬橋にかけての酒匂川河床及び沿岸に

露出する足柄層群最下部層の日向凝灰質砂岩泥岩層に

ついてである（図 1,2）。

足柄層群は，山北町城山を中心lこ北西lこplungeす

る背斜構造が発達し，調査した地域は，その背斜構造

の雨翼部にあたっている。同地域の西端の東電山北発

電所対岸では， N37°E,56°NWの走向 ・傾斜を示す

平山断層が背斜軸を切って存在する。調査地域外の背

斜構造北翼部で同斜構造を示すのに対し，調査地域で

ある南翼部は逆転したり， 破砕されたりして地質構造

が激しく乱されている。このような地質構造について

記載し，その成因について若干の考察を行なった。

調査地域の地質と地質構造

本地域の地質については， 山崎（1971），塩JIJ他

(1982）等の報告がある。東電山北発電所対岸にあら

われる平山断層については，山崎（1971）， 今永（1981),

伊藤他〔1982〕により研究されている。上盤側の瀬戸

際岩層は，酒匂川河岸沿いで走向約 N40°E，傾斜40°

～60°NWで同斜構造を示している。 一方下健側は，

断層から東の足柄橋まで約100mにわたって日向凝灰

質砂岩泥岩層の頁岩が露出し，断層から離れるに従が

ラン 卜に至る NNW-SSE方向の道路に沿う断続的な

露頭には，日向凝灰質砂岩泥岩層の砂質泥岩と粗粒～

中粒砂岩の数cm厚の互層が主に露出し，北から南へ上

位層があらわれ， N60°W,58。W,E-W，垂直，N55。

E, 85。N（逆転）と移り替る。砕石プラントの砂質泥

岩層は，主に東西性の小断層群により激しく破砕され

ている。

酒匂川河床 ・河岸の露頭は足柄橋から下流300～400

mの問途切れ，日向の高瀬橋上流約250m 地点から高

瀬橋までの聞に再び露れる。上流から下流に青灰色砂

質泥岩から安山岩質大礁からなる火砕岩が分布する。

青灰色砂質泥岩は， 厚さ 5C皿程度の褐色の細粒粗粒砂

岩層が約10～50C皿間隔てや泥岩に挟在し，稀に pebble

～cobble大の Greentu任磯からなる礁岩層を挟在す

る。 grading,load cast等から砂岩層の走向傾斜はほ

ぼ E-Wで60。～90°N傾斜（逆転〉か高角 S傾斜を

示す。火砕岩は安山岩の角礁が密に集合し，基質は黒

色泥岩である。火砕岩層中の細粒砂岩の薄層は N60°

70°E, 60°～70°Sの走向傾斜を示す。火砕岩層には沸

石脈の良く発達する斜長石質溶岩が挟在する。

足柄層群は高瀬橋より下流に露出せず，関本丘陵を

構成する堆積物が連続露出する。

考 察

って N13°E,65。W,N-S, 85°E （逆転）， N20°E30° 平山断層は， 神縄断層まで伸びているか明らかでな

W, N30°W50。W と変化する。また頁岩層に挟在す い。同断層は地蔵堂において NE SW走向の内川断

る厚さ 3～4mの普通輝石安山岩岩床は，NE-SW性 層（今永，1976）を切って変位させるとともに箱根古

の逆断層によりす断され，見掛け上東西方向に地層が 期外輪山噴出物の傾斜を垂直に変位させている（天野

短縮している（図3）。 他， 1984）。伊藤他（1982）は， 酒匂川東電発電所対

国道246号線の新樋口橋東端から城山首麓の砕石プ 岸の同断層を詳細に研究し 2万年前～1万年前の問の
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図1 足柄層群地質図と調査範囲 a：箱根古期外輪山噴出物 b：駿河磯
層 c：矢倉岳石英閃緑岩 d：巨磯角磯岩 e ：丹沢層群 Al-
A4：足柄層群（Al：日向凝灰質砂岩泥岩層 A2：瀬戸様岩層 A3:

畑砂岩泥岩層 A4：塩沢礁岩層〉

鉛直変位量が約7m，最近1万年間はほとんど活動し （図2）。

ていないことを明らかにした。同断層が足柄層群の摺 高瀬橋から約500m下流より南には，関本正陵を構

曲のi/il!J部を横切る付近は， 上盤側の士山層が西方へ同斜 成する主に軽石流からなるi乱積物が露出し，これより

構造を示しているのに対して， 下盤側の地層は，走向 南の足柄層群の構造は不明でみある。

・傾斜がともに不規則に変動している。しかし摺曲の 関本丘陵をつくる軽石流の分布と狩川の谷地形の伸

軸部から約500m南に離れた酒水の滝沢， さらに500m びの方向とを見ると軽石流が大量に流下するような原

南に離れた雁沢では，下級側の走向NE SW，傾斜が 地形は， NE-SW方向の内川断層と 調和的であり，

40°～80°W で激しい変形を受けていない。 内川断層の作った断層地形であると考えられる。しか

これらのことから平山断層の活動は，地蔵堂付近で し，軽石流i弘積後の内川断層の活動は，見いだされて

箱根火山古期外輪山噴出物に大きな変形を与え，また おらず（鈴木， 1963),（西島，1985）活動はなかった

足柄層群が NWに pl叩 geする摺曲軸部において強 のであろう。

く影響し地質楠造を大きく変形させた。また両地域の 足柄橋治、ら高瀬橋にかけての日向凝灰質砂岩泥岩層

間では，地層の傾斜と調和して，見掛け上の変形が現 の逆転，破砕された構造と，その変形の分布範囲から

われなかったものと考えられる。この影響を与えた時 みると，これらの構造は，平山断層運動により形成さ

期は，摺曲軸の形成後でl万年前以前と考えられる。 れたものではなく，地蔵堂付近から関本丘陵下に伸び

城山西麓の砕石プラントから高瀬橋にかけては，砂 ると推定される内川断層により形成された可能性が強

泥質岩層が破砕され，走向 NEEで傾斜は垂直から逆 L、。足柄層群のNWにplungeする摺I肋の翼部が内川

転し，周囲の走向 ・傾斜と考えあわせると足柄橋と高 断層の左横ずれ応力により引きずり破砕され変形した

瀬橋との聞に SW方向を軸とする背斜が推定される ものと推定される。そしてこの構造は約50,000年前以

24 



CA  .0.噌企

d v v v 仇

＇＇＇＇＂ ：.，・.＇・＂＂… 

、主グ
•Ciζ玄〉

f~ 

0 100 

--..../ 
／／  

図2 調査範囲ノレート ・7 ップ

a：磯岩 b：頁岩 c ：火砕岩 d：溶岩 e ：岩脈 f：断層

取水口

図3 平山断層足柄橋聞の安山岩岩床スケッチ
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図4 調査地域の地質概念図，a：破砕岩 b：足柄層訴の走行と傾斜
c：巨磯岩 d：矢倉岳貫入岩体 e：丹沢層群 f：箱根火山
噴出物 g：断層 h：推定断層 l：断層 K,F，： 神縄断層

U. F.：内川断層 H.F.：平山断層

前に形成されたと考えられる。関本丘陵を造る軽石流 神奈川自然誌資料，〔2): 66. 

により南側の構造が不明であるため，あるいは， これ 伊藤谷生 ・上杉｜場・米沢 宏 ・狩野謙一 ・染野誠

らの変形がより大きな構造運動によるものである可能 ・森慎一 ・原因晶一 ・千葉達明 ・木村敏雄

性も否定できない。内川断層 ・関本丘陵についてさら 1982 平山断層（神奈川県 山北町〕の最近

に詳細な調査が必要である。 20000年間における非線形的な変位累積過程
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